
と　き：１１月１５日（日）　午後1：３０～３：００　　会場：さんぽく会館　　参加人数：１８人

開催
地区名

NO 発言内容 答弁内容

山北 1 　（２）未来を託す人たちへについて、行政が
整備するものになっていますが、市民協働の
まちづくりは続けていかれるのであれば、市民
が学校の子供たちに関わって子どもたちの地
域学習の充実が大切だと考えます。
　特に山北においては、地域の方々の協力が
素晴らしく、子どもたちが地域の現場で学ぶ
機会が増えています。
　近年、山北中学生の少年の主張の中で、地
域に誇りを持ち、自分たちも地域のために何
かしたいというような子供たちに成長している
ように感じます。
　地域みんなで子どもたちを育てることを公言
いただきたいとともに、予算も付けていただき
たい。学校で何かしたくても、学校は常に予
算がなくやりたいことができていない状況で
す。

　大切なことだと思っています。市民協働のまちづくりを進
めている中で、メニューそのものを進捗させ達成させてい
くことが目的ではなく、次につながる世代が育っていくこと
が目的だと考えています。
　子どもたちに地域を学ぶ意識が芽生えてきているので
あれば、どんどんやっていただきたいと思います。
　学校に予算がないということですが、なければまちづくり
協議会の予算を活用して取り組んでいくこともできると思
います。
　教育予算についてはそういう意見があったことは伝えて
おきますけれども、学校の役割と地域の役割の線引きも
必要だと思っており、誇りをしっかり育てる部分と学力を
伸ばしていただきたいと考えます。ご意見はしっかりと受
け止めさせていただきたいと思います。

山北 2 ・村上総合病院はいつ完成予定ですか。
・地域の買い物をするところがなく特に高齢者
が大変困っています。

・村上総合病院については、平成３２年の早い段階で開
院をしたいと発表しております。村上市としてはそれに向
け財政支援を行うこととして進捗しています。
・山北地区の現状を踏まえ買い物支援が必要だと思って
います。各集落に出向いていくような仕組みもありました
が民間事業なためマイナスが多く継続できない話が出て
いるので、なんとかその部分を埋めたいと考えています。
　公共交通の利用も含め、現在試行している徳洲会病院
の通院バスを利用した買い物支援も実態調査をしながら
連携できればと思っています。

山北 3 市の職員もふれあいトークに参加した方がよ
いのではないでしょうか。

　私がどのように進めていきたいかは第2次総合計画等、
庁議や訓示等で話をしていますので、すでに共有できて
いると思っています。
　市民の皆さんのご意見を直接耳で聞くというのも大切な
ことなので今回は自主参加にしました。
　課長や補佐を通じて想いは伝わっていると思いますの
で、私自身は職員と共に一致団結してこのように進もうと
思っておりますのでご理解をいただければと思います。

山北 4 　課長や補佐に命じたとしても職員には本当
に伝わっているのか疑問です。トップである市
長の声で直接こういう機会に職員も出なさいと
半強制的にやるわけにはいきませんか。

　それも一つの方法だと思いますが、そうしなければ意思
の疎通が図れない行政の組織体制は望ましくないと思っ
ていますので、今回は自主参加とさせていただきました。

山北 5 　あちこちで「合併しなければよかった」という
声が非常に多いです。今回の説明をお聞きし
市長も一生懸命頑張っているんだと感じまし
た。今後は「合併して良かった」という声がだ
んだん増えるよう市長には頑張っていただき
たいと思います。

　行政の側では合併した効果は非常に多くあり合併して
良かったと実感しております。具体的には村上市は合併
後にみなし過疎に指定されインフラ整備等に過疎債を充
てることができるようになりました。この過疎債が市の財
政を安定させることができるようになりました。「合併して
良かった」、「村上市民で良かった」と言ってもらえるよう頑
張ります。

山北 6 　奨学金制度の申し込みを簡素化できないで
しょうか。

　保証人をなくすことができないかというお声を聞いてい
ます。もう少し使い勝手がよくなるよう検討は始めており
奨学金制度のさらなる充実の中にそれらを踏まえて検討
しておりますので少しお待ちをいただきたいと思います。

山北 7 　高速道路について八幡地区が進んでいな
いようですが、早急に解決していただけない
でしょうか。

　新潟国道事務所の方々は地元のことをよく考えてくだ
さっています。市民の願いを伝えておりますし、所長も地
域の要望に応えるようにしたいとお話をいただいておりま
すのでよろしくお願いいたします。

山北 8 　水道料金は村上市全体で一律でしょうか 　水道料金については基本料金の統一向かっており、そ
のあと従量の統一に向かうこととしています。

山北 9 　戦没者を大事に見ていただきたいと思いま
すがいかがですか。

　今日の日本経済はその方々があってと思います。日本
人としても尊敬の念を持ってしっかり対応していきたいと
思います。
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山北 10 　農業問題について、今後は企業化していか
ないと立ち行かなくなると思います。市として
はどのような産業づくりにつなげようとお考え
ですか。

　第一産業すべての分野が一緒かもしれませんが、大規
模な集約、岩船産コシヒカリ等の地元農産物の戦略的な
商業展開を農家全体で取り組まなければいけないと思い
ます。

山北 11 　リフォーム助成金の今年度と来年度の予
算、そして抽選の比率等を教えてください。

　3,000万円の補正を行い591件応募がありましたが、
6,000万円の事業規模だったため抽選とさせていただきま
した。
　平成28年度は倍の6,000万円の予算を投入しリフォーム
助成を行います。

山北 12 　ブランド杉は来年も引き続き助成が行われ
ますか。

　県産材である越後杉については地域経済を循環させる
ためにも今後も助成を継続させていきたいと考えておりま
す。また、収束する動きがあれば県の方にも継続を働き
かけたいと思っています。

山北 13 ・夏場の駐車場の管理・運営を集落で行うこと
となっており、以前は集落役員が行っていまし
たが、仕事などでできず、現在は役員ＯＢが
なんとか行っています。
・大時化で寒川集落付近の海岸線が即交通
止めになることはなかったのですが、離岸堤
が工事を始め、波ができた時に道路が砂で
いっぱいになり、今年の冬も心配しています。
・部活動の遠征時のバス利用が厳しくなった
ようですが、子どもたちの体と心の育成のため
今まで以上に支援してほしいと思います。

・訪れた人も驚くほどきれいな白浜で大切にしなければな
らないと思っています。人手不足で浜茶屋等を閉めるとこ
ろも出てくるため、ＮＰＯ法人を活用するなど、地域の方が
利益を生み張り合いが出るような仕組みづくりが必要だと
思っています。
・離岸堤については、冬場の345号線の越波による通行
止めは死活問題であり、市や県も十分認識しているため
しっかり進めていきたいと思います。
・学校教育の中ではスクールバスを使用できますが、それ
以外の市のバス使用は、道路運送法上、本来は乗せられ
ない仕組みであったため使えなくなりました。それに代わ
るものとして、バスの借り上げ料の支援を行っており、来
年度からは地域スポーツ組織へバスを購入する資金を支
援しまして自前で地域で活動できる仕組みを作ります。

山北 14 　地域の連携による元気づくりが総合戦略に
謳われていますが、まちづくり協議会の活動
を始めて数年になりますし、それぞれが特徴
ある活動をしていますが相互の交流がありま
せん。市の方で音頭をとり、お互いに連携や
研修し合う機会を設けていただきたい。

　まち協の連携を市で音頭をとるよりも、まち協が自立を
するのが本来の市民協働のまちづくりの目的と認識して
いるため、まち協同士が連絡し合った方が良いのではと
思っています。

山北 15 　まち協の役員だけでも１年に1回は集まり、
研修や情報交換をし、人と人とがつながり、先
進地域についていくことで全体がさらに盛り上
がると思います。

　ぜひ行いましょう。一堂にかえすやり方ではなくとも、必
要なことだと思いますのでご意見は担当課に伝えておき
ます。
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